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3.4.2.3  数量計算システムの活用 

図 3-37 に示すように 3 次元 CAD から出力された数

量について数量計算システムに取り込み CAD・数量計

算システム連携による業務の高品質化・効率化の実証

を行った。 

また、数量計算システム（首都国版）の下記機能を

用い①工区分割、②段階施工、③土木積算連携の実証

実験を行った。 

① 工区分割 

設計時点での全体数量を発注工区毎に自動的に分

割し数量計算の高品質化を図る 

② 段階施工 

コンクリート構造物について設計段階の合計数量

を段階施工に基づく数量を自動計算する 

③ 土木積算連携 

①、②適用後の数量を土木積算システム用に出力す

る（図 3-38）。 

 

 

 

図 3-37 3 次元 CAD からの連携 

 
図 3-38 土木積算システム用データ作成 

0

1

道 路 土 工 式 0 1 1 0 0 0 5 0 0 1 0 2 0 0 1

掘 削 工 式 0 1 1 0 0 0 6 0 0 1 0 6 0 0 1

土 砂 掘 削 m 3 0 0 1 0 0 0 7 0 0 1 0 2 0 0 1

軟 岩 掘 削 m 3 0 0 1 0 0 0 8 0 0 1 0 6 0 0 1

硬 岩 掘 削 m 3 0 0 1 0 0 0 9 0 0 1 0 6 0 0 1

路 体 盛 土 工 式 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 0 1

流 用 土 路 体 m 3 0 0 1 0 0 1 1 0 0 2 0 2 0 0 1

発 生 土 路 体 m 3 0 0 1 0 0 1 2 0 0 1 0 2 0 0 1

採 取 土 路 体 m 3 0 0 1 0 0 1 3 0 0 1 0 2 0 0 1

購 入 土 路 体 m 3 0 0 1 0 0 1 4 0 0 1 0 2 0 0 1

路 床 盛 土 工 式 0 1 1 0 0 1 5 0 0 1 0 2 0 0 1

流 用 土 路 床 m 3 0 0 1 0 0 1 6 0 0 2 0 2 0 0 1

発 生 土 路 床 m 3 0 0 1 0 0 1 7 0 0 1 0 2 0 0 1

採 取 土 路 床 m 3 0 0 1 0 0 1 8 0 0 1 0 2 0 0 1

購 入 土 路 床 m 3 0 0 1 0 0 1 9 0 0 1 0 2 0 0 1

法 面 整 形 工 式 0 1 1 0 0 2 2 0 0 1 0 2 0 0 1

法 面 整 形 (掘 削 部 ) m 2 0 0 1 0 0 2 3 0 0 1 0 6 0 0 1

法 面 整 形 (盛 土 部 ) m 2 0 0 1 0 0 2 4 0 0 1 0 7 0 0 1

作 業 残 土 処 理 工 式 0 1 1 0 0 2 0 0 0 1 0 6 0 0 1

作 業 残 土 処 理 m 3 0 0 1 0 0 2 1 0 0 1 0 2 0 0 1

擁 壁 工 式 0 1 1 1 7 8 2 0 0 2 0 1 0 0 1

作 業 土 工 式 0 1 1 0 5 0 1 0 0 1 1 6 0 0 1

床 掘 り m 3 0 0 1 0 0 7 9 0 0 2 0 8 0 0 1

埋 戻 し m 3 0 0 1 0 0 4 1 0 0 3 0 5 0 0 1

現 場 打 擁 壁 工 式 0 1 1 1 7 9 1 0 0 3 0 1 0 0 1

基 礎 材 【 規 格 ､敷 厚 】 m 2 0 0 1 0 4 0 4 0 0 2 0 4 0 0 1
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3.4.2.4  施工段階での数量連携 

数量計算システムで作成した発注数量及び発注図

を電子媒体で受注業者に引き渡す事により施工業者

は完成図や出来高数量の提出が効率的に行えるとと

もに、データの再入力が避けられることから品質の向

上も期待できる。 

また、数量計算システムには工種毎の数量等が電子

化され登録されている事から図 3-39、図 3-40 に示す

ように、これらの情報に品質管理資料を一体化し整

理・管理することにより重要構造物等の管理の効率

化・高度化が期待出来る。 

 

 

 

図 3-39 数量計算システム（計算画面） 
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図 3-40 数量計算システム（品質管理資料画面） 

 
3.4.2.5  今後の課題 

図面の数量に着目し下記システム間の数量の連携

について実証実験を行った。その結果、それぞれのシ

ステム間の連携は可能であり、連携することにより業

務の効率化・高品質化が可能であることが分かった。

今後は、これらの実証実験結果を踏まえ、実際の業務

に適用して検証していくことが重要であると考えて

いる。 

①2・3 次元 CAD システム 

②3 次元 CAD はプロダクトモデルを活用 

③数量計算システ 

④土木積算システム 

また、3 次元設計を行うことにより、構造計算との

連携による設計の効率化、環境評価や各種協議資料の

3 次元化が副次的に進むことになり道路事業の高度化

が期待される（図 3-41、図 3-42）。 

 

図 3-41 搬入路や機材設置の検討 

 

図 3-42 景観の評価 




